
秋田県
あき      た     けん

のことのこと
みんなが笑顔で暮らすためにできること

え   がお く

知知っっててるる ??し

しょう　　　がいしょう　　　がい

おはよう

2019年4月、秋田県で『障害や障害者を理解し差別をなくそう』という目的に
より条例ができました。障害のある人もない人も、お互いを認め合い、
みんなが暮らしやすい地域にするためには、私たち一人ひとりが、障害のある
人について正しく知ることがとても大切です。自分にどのようなことが
できるか考えてみましょう。

ねん

しょうがい

かんが

ただひと し たいせつ じ   ぶん

く ち　いき わたし ひとり

じょうれい しょうがい ひと ひと たが みと あ

がつ あき　た　けん しょうがい しょうがいしゃ り　かい さ　べつ もくてき

秋田県で条例（県のきまり）ができました
あき　た　けん　　　 じょう れい

障害障害

けん
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どうすればみんなが暮
く

らしやすい
まちになるか考

かんが

えよう！！

耳
みみ
が聞

き
こえにくい人

ひと
に話
はな
し

かけるときは、どういった
工
く
夫
ふう
があるかな？

車
くるま
いすでバスに乗

の
る人
ひと
に、

どんなお手
て
伝
つだ
いができる

かな？

1

2

3

盲
もう
導
どう
犬
けん
を連

つ
れた人

ひと
が

レストランに入
はい
って

きたら、どうする
かな？

考
かんが

えたことを書
か

いてみよう

2
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この駐
ちゅう
車
しゃ
場
じょう
はどんな人

ひと

が利
り
用
よう
できるかな？

点
てん
字
じ
ブ ロックの上

うえ
に

自
じ
転
てん
車
しゃ
が停

と
められている

よ。このままだとどんな
ことが起

お
こるかな？

歩
ある
きながらスマート

フォンを見
み
ている

と、どんな危
き
険
けん
なこ

とが起
お
こるかな？

学
がっこう
校で車

くるま
いすに乗

の
っ

ているお友
ともだち
達がい

たら、どんな場
ば
面
めん
で

お手
て
伝
つだ
いができるか

な？

病
びょう
院
いん
の看

かん
護
ご
師
し
さん

が耳
みみ
が聞

き
こえない

患
かん
者
じゃ
さんを呼

よ
び出

だ
す

とき、どんな方
ほう
法
ほう
が

あるかな？

⑦ ⑩

? ?

⑦ ⑩

? ?

その他
ほか

にどんなものがあるか考
かんが

えてみよう！ 3



見本
みほん

み
まったく

見えない

ぼや
ける

み

いちぶ
一部しか
見えない

P4-5P4-5

?

P4-5P4-5

?

身体障害ってどんなこと？
しんたい しょうがい

視覚障害マーク 視覚障害マーク 視覚障害マーク
しかくしょうがいけん

ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク
しんたいしょうがいしゃ

身体障害者マーク 身体障害者マーク 身体障害者マークハート・プラスマーク
みみ

耳マーク 耳マーク 耳マーク
ちょうかくしょうがいしゃ

聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク
しゅわ

手話マーク 手話マーク 手話マーク 1

ヘルプマーク 9

234567

ひつだん

筆談マーク 筆談マーク 筆談マーク 8

目
め
がまったく見

み
えない人

ひと
や、視

し
力
りょく
が弱

よわ
い、見

み
える範

はん
囲
い
がせま

い、一
いち
部
ぶ
しか見

み
えないなど、さまざまな状

じょうたい
態で見

み
えにくい人

ひと

がいます。白
はくじょう
杖を持

も
っていたり、盲

もうどうけん
導犬を連

つ
れていたりする

人
ひと
もいます。

耳
みみ
がまったく聞

き
こえない人

ひと
や、聞

き
こえにくい人

ひと
がいます。それとともに、話

はな
すことが不

ふ
自
じ
由
ゆう
な人

ひと

もいます。耳
みみ
が不

ふ
自
じ
由
ゆう
な人

ひと
は、手

しゅ
話
わ
や指

ゆび
文
も
字
じ
、文

も じ
字を書

か
いて会

かい
話
わ
する筆

ひつだん
談、口

くち
の動

うご
きを読

よ
む

読
どく
話
わ
などで会

かい
話
わ
をします。補

ほ
聴
ちょう
器
き
や人

じん
工
こう
内
ない
耳
じ
をつけている人

ひと
もいますが、聞

き
こえ方

かた
は人

ひと
に

よって違
ちが
います。

歩
ある
く先

さき
に、段

だん
差
さ
や道

みち
を

ふさぐ物
もの
がないかを確

たし

かめるため、体
からだ
の前

まえ
で

白
はく
杖
じょう
をふりながら歩

ある
き

ます。

耳
みみ
が聞

き
こえない・聞

き
こえに

くい人
ひと
が、自

じ
分
ぶん
の考
かんが
えや気

き

持
も
ちを伝

つた
え合

あ
うために手

て
の

動
うご
きで表

ひょうげん
現する言

げん
語
ご
です。

目
め
の不

ふ
自
じ
由
ゆう
な人

ひと
が、道

みち
を

安
あんぜん
全に歩

ある
いたり施

し
設
せつ
など

をスムーズに利
り
用
よう
したり

するためのお手
て
伝
つだ
いをし

ます。

メモ帳
ちょう
などを使

つか
って

文
も じ
字で会

かい
話
わ
します。短

みじか

く分
わ
かりやすい言

こと
葉
ば
で

伝
つた
えるのがポイント

です。

白
はくじょう

杖

手
し ゅ

話
わ

触
さわ

ったり、

声
こえ

をかけたり

しないでください。

指
ゆび

文
も

字
じ

では指
ゆび

をいろんな

形
かたち

に変
か

えて一
ひと

文
も

字
じ

ずつ

表
ひょうげん

現します。

盲
も う ど う け ん

導犬

筆
ひ つ だ ん

談

見えない、見えにくい こと
み

き

み

き

聞こえない、聞こえにくい こと

状
じょうたい

態（例
れい

）

4
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?

1 2 3 4 5 6 7 8 9

視覚障害マーク 視覚障害マーク 視覚障害マーク
しかくしょうがいけん

ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク
しんたいしょうがいしゃ

身体障害者マーク 身体障害者マーク 身体障害者マークハート・プラスマーク
みみ

耳マーク 耳マーク 耳マーク
ちょうかくしょうがいしゃ

聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク
しゅわ

手話マーク 手話マーク 手話マーク 1

ヘルプマーク 9

234567

ひつだん

筆談マーク 筆談マーク 筆談マーク 8

関
かんけい

係のある
マーククイズ！

正
しょう

面
めん

から話
はな

しかけよう！

生
う
まれつき、または、病

びょうき
気やけがをきっかけに、手

て
や足

あし
を動

うご
かすことや、そのほかの身

しん
体
たい
の働
はたら

きが不
ふ
自
じ
由
ゆう
な人

ひと
がいます。歩

ある
くことや手

て
を使

つか
うこと、食

しょくじ
事をとることなどの普

ふ
段
だん
の生

せい
活
かつ
、また

は姿
し
勢
せい
を安

あん
定
てい
させることが難

むずか
しい人

ひと
もいるので、暮

く
らしていくために、車

くるま
いすや杖

つえ
、義

ぎ
手
しゅ
や

義
ぎ
足
そく
などを使

つか
う人

ひと
もいます。

まずはひと声
こえ

かけよう！

暮
く
らしや目

もく
的
てき
に合

あ
わせ

て義
ぎ
手
しゅ
をつけることもあ

ります。

つける人
ひと
に合

あ
わせて作

つく

ります。陸
りくじょうきょうぎよう
上競技用の

機
き
能
のう
的
てき
なものや見

み
た目

め

がおしゃれなものもあり
ます。

●��車
くるま
いすの人

ひと
は高

たか
い所
ところ
や低

ひく
い所
ところ
の物

もの
を取

と
るのが大

たいへん
変なので、声

こえ
をかけて手

て
伝
つだ
おう。

●��自
じ
分
ぶん
一
ひとり
人で手

て
伝
つだ
うのが大

たいへん
変なときは、周

まわ
りの人

ひと
にも手

て
伝
つだ
ってもらおう。

　  何
ができるかな？

なに

義
ぎ

手
し ゅ

義
ぎ

足
そ く

どんな手
て

助
だす

けが必
ひつよう

要か

を聞
き

くために、

まずは

「お手
て

伝
つだ

いしますか？」

と声
こえ

をかけよう。

後
うし

ろや横
よこ

から声
こえ

を

かけても気
き

づきにくい

ので、正
しょうめん

面から

ゆっくりはっきりと

話
はな

しかけよう。

手・足など身体 に不
ふ

自
じ

由
ゆ う

のあること
て あ たしし いん

視覚障害マーク 視覚障害マーク 視覚障害マーク
しかくしょうがいけん

ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク ほじょ犬マーク
しんたいしょうがいしゃ

身体障害者マーク 身体障害者マーク 身体障害者マークハート・プラスマーク
みみ

耳マーク 耳マーク 耳マーク
ちょうかくしょうがいしゃ

聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク 聴覚障害者マーク
しゅわ

手話マーク 手話マーク 手話マーク 1

ヘルプマーク 9

234567

ひつだん

筆談マーク 筆談マーク 筆談マーク 8

P4-5P4-5

?

P4-5P4-5

?

何
なん
のマークか

調
しら
べてみよう。

短
た ん

下
か

肢
し

装
そ う

具
ぐ

立
た
つ、歩

ある
くためのサ

ポートや治
ち
りょう目

もく
的
てき

などさまざまな種
しゅ
類
るい
が

あります。

5



P6-7
知的障害ってどんなこと？

ちてき しょうがい

分
わ

かりやすく伝
つた

えよう！

漢
かん
字
じ
の読

よ
み書

か
きや計

けい
算
さん
などの勉

べん
強
きょう
や物

もの
事
ごと
を理

り
解
かい
するのに時

じ
間
かん
がかかったり、その場

ば
の状

じょう
況
きょう
に合

あ

わせた行
こう
動
どう
をとったりすることが難

むずか
しいことがあります。困

こま
っていることに手

て
助
だす
けを受

う
けなが

ら生
せい
活
かつ
したり働

はたら
いたりしている人

ひと
がたくさんいます。

短
みじか

く簡
かん

単
たん

に話
はな

そう！

●��コミュニケーションがうまく取
と
れないときは、分

わ
かる言

い
い方

かた
に変

か
えて相

あい
手
て
に伝

つた
えよう。

●��みんなそれぞれ良
よ
いところや得

とく
意
い
なことがあります。それらを見

み
つけよう。

人
ひと

に何
なに

かを聞
き

いたり、

自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを伝
つた

えたり

するのが苦
にが

手
て

な場
ば

合
あい

も

あります。

難
むずか

しい話
はなし

や

あいまいな言
い

い方
かた

、

早
はやくち

口の会
かい

話
わ

は

苦
にが

手
て

です。

　  何
ができるかな？

なに

絵
え

や図
ず

、ふりがなや

数
すう

字
じ

などを使
つか

って、

話
はなし

を分
わ

かりやすく

伝
つた

えよう。

話
はなし

を理
り

解
かい

するのに

時
じ

間
かん

がかかるので、

短
みじか

く簡
かん

単
たん

に話
はな

そう。

理解に時間がかかったり、状況に合わせたり するのが苦
にが

手
て

なこと
か かい ん あ

P6-7 P6-7

り じ うじ きょ ょう

6



P6-7
精神障害ってどんなこと？
せいしん しょうがい

正
ただ

しい知
ち

識
しき

をもとう！

気
き
分
ぶん
が落

お
ち込

こ
み、やる気

き
や自

じ
信
しん
がなくなってしまったり、自

じ
分
ぶん
の考
かんが
えをまとめたりすることがで

きなくなる病
びょう
気
き
の人

ひと
がいます。また、脳

のう
の仕

し
組
く
みのため、得

とく
意
い
なことがある一

いっ
方
ぽう
で、苦

にが
手
て
なこ

とやうまくいかないことが極
きょく
端
たん
にある人

ひと
もいます。そのため、学

がっこうせいかつ
校生活や友

ともだち
達づきあいで困

こま
っ

てしまうこともあります。

一
ひ と り

人ひとりの個
こ

性
せい

を知
し

ろう！

●��優
やさ
しい雰

ふん
囲
い
気
き
で話
はなし
を聞

き
き、相

あい
手
て
の気

き
持
も
ちに寄

よ
り添

そ
おう。

●�苦
にが
手
て
なことは無

む
理
り
をさせず、どうしたらできるか考

かんが
えよう。

いない人
ひと

の声
こえ

がして、

困
こま

ることがあります。じっとしていることが

苦
にが

手
て

で、順
じゅん

番
ばん

を待
ま

てな

いことがあります。

相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちを

考
かんが

えることが苦
にが

手
て

な人
ひと

もいます。

気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んでやる気
き

が出
で

なかったり、逆
ぎゃく

に

はしゃぎすぎたりする

ことがあります。

　  何
ができるかな？

なに

どのような症
しょう

状
じょう

が

あるのかを正
ただ

しく

知
し

って、思
おも

い込
こ

みや

間
ま

違
ちが

った見
み

方
かた

を

なくそう。

その人
ひと

の得
とく

意
い

な

ことや苦
にが

手
て

なことを

理
り

解
かい

することが大
だい

事
じ

！

ペースを合
あ

わせる

ようにしよう！

心の病気や不調 があり 生
せ い

活
か つ

しづらいこと
こ ちこ ょ ょろ う うき ふ

P6-7 P6-7

び

7



仕
し

事
ごと

芸
げい

術
じゅつ

 スペ
シャルインタ

ビュー

� 菅
すが
原
わら
　紘
こう
汰
た
さん

〜　水
すい

泳
えい

　〜

秋
あき

田
た

で活
かつ

躍
やく

している人
ひと

に

お話
はなし

を聞
き

いたよ！！

☎�018-860-1331
��URL　https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/10214 令

れい
和
わ
2年
ねん
3月
がつ
�発
はっ
行
こう

��発
はっこうもと

行元
秋
あき

田
た

県
けん

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

部
ぶ

　障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

なまえ

　僕
ぼく
は、生

う
まれつき肩

かた
から下

した
の両

りょう
腕
うで
がありません。小

ちい
さ

い頃
ころ
、友

とも
達
だち
に「どうして（腕

うで
が）ないの？」と聞

き
かれる度

たび

に、自
じ
分
ぶん
の障

しょう
害
がい
が嫌

いや
になることもありました。両

りょう
親
しん
は、

そんな僕
ぼく
が風

か
邪
ぜ
やけがに負

ま
けないようにと、今

いま
の

水
すいえいきょうしつ
泳教室を見

み
つけてくれました。水

すい
泳
えい
を始

はじ
めてからは、

それまで「ダメだ、できない」と思
おも
うことでも、プラスに

考
かんが
えられるようになりました。今

いま
は、2020年

ねん
の東
とう
京
きょう
パラリンピック出

しゅつ
場
じょう
を目
もく
標
ひょう
に、練

れん
習
しゅう
やトレーニ

ングをがんばるだけでなく、日
にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
も大

たい
切
せつ
に送

おく
るよう心

こころ
がけています。障

しょう
害
がい
があっても、いろん

なことにチャレンジすると自
じ
信
しん
がつくので、挑

ちょう
戦
せん
する気

き
持
も
ちを持

も
ち続

つづ
けることが大

だい
事
じ
だと思

おも
いま

す。

　店
てんない
内から雄

お
物
もの
川
がわ
の景

け
色
しき
を眺

なが
められる、自

じ
家
か

製
せい
生
なま
パスタが人

にん
気
き
のカフェです。障

しょう
害
がい
のある人

ひと

が、料
りょうり
理を運

はこ
ぶ係
かかり
やお皿

さら
洗
あら
い、デザートの材

ざい

料
りょう
の計
けいりょう
量など、得

とく
意
い
なこ

とを活
い
かせる仕

し
事
ごと
を担

たんとう
当

しています。さまざまな
年
ねんれい
齢のお客

きゃく
様
さま
が来

らいてん
店

し、地
ち
域
いき
の方

かたがた
々にたくさ

ん利
り
用
よう
されています。

　個
こ
人
じん
やグループでさまざまな作

さく
品
ひん
を製
せい
作
さく
・発
はっ
表
ぴょう
す

ることで、社
しゃ
会
かい
参
さん
加
か
や、生

い
きがいにつながります。

　障
しょう
害
がい
がある人

ひと
の得

とく
意
い
な仕

し
事
ごと
を見

み
つけたり、

生
せい
活
かつ
習
しゅう
慣
かん
を整
ととの
えたり、社

しゃ
会
かい
のルールを身

み
につけ

るサポートをしています。パソコンでの作
さ
業
ぎょう
や

アートに関
かん
係
けい
した仕

し
事
ごと
が多

おお
く、みんなで協

きょう
力
りょく
し

て仕
し
事
ごと
をすることもあ

ります。得
とく
意
い
なことを

活
い
かして就

しゅう
職
しょく
した方

かた
も

たくさんいます。

〜　カフェ　〜 〜　各
かく

種
しゅ

デザイン・接
せっきゃくはんばいとう

客販売等　〜

ボンカフェ（秋あき田た 市し ）
ごろりんはうす
（秋
あき
田
た
市
し
）

スポーツ

こんな所
ところ

で働
はたら

いているよ！身
み

近
ぢか

にどんな所
ところ

があるかな？

この印刷物は10,000部作成し、印刷経費は１部あたり30.8円です。


